
一人で悩まず、誰かに話してみることから

解決の糸口が見つかることもたくさんありま

す。心配ごと相談では、本耶馬渓民生児童委

員さんが相談に応じてくれます。お話してみ

ませんか？

・各地区への助成

・会議、研修会開催費用等

★広報啓発費用

たくさんのご協力ありがとうございました。

ちいき福祉だより
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令和５年度 中津市社会福祉協議会会費について

心配ごと相談 相談日のお知らせ

フードパントリー in 本耶馬渓を開催しました

上津小学校「花いっぱい運動」

今年も自治委員や班長の皆様を通じて、社協会費のご協力をお願いしたところ、多くの

方々にご賛同いただき貴重な会費をいただきました。

皆様からお寄せいただきました会費は、本耶馬渓地区の地域福祉の推進のため、本耶馬渓

の各種福祉事業に大切に活用させていただきます。ご協力ありがとうございました。

令和５年度 本耶馬渓地区実績 925口 462,500円

このような事業に

使わせていただきます

（活動は一部抜粋）

★ふれ愛ネットワーク支援 ★サロン活動支援

★配食活動支援

・サロン活動への助成

・買い物バス運行

・にじのはし発行

（年６回）

・見守り赤飯配布

事業（民協）

上津小学校より、本耶馬渓総合福祉セン

ターに「花いっぱい運動」のお花が届きま

した。この活動は、ボランティア推進校の

活動の一環として、地区内の福祉施設や郵

便局等にお届けしているとのことです。あ

りがとうございました。

８月２５日に社協本耶馬渓にてフードパントリー（無料の食料配布活動）を実施しました。

最近耳にする機会も増えたフードバンク・フードパントリーですが、フードパントリーを本耶馬

渓で実施するのは今回が初めてでした。お配りした方からは、「ありがとうございます、助かりま

す」と感謝の言葉をいただきました。

フードパントリーでお配りした食糧は、社協が行っているフードバンクnicoで地域の皆様からお

預かりした食糧です。「困っている方に使ってほしくて」とたくさんの方にご協力いただきました。

いつもご協力ありがとうございます。

社協本耶馬渓では、毎月２５日にフードバンクを実施し

ています。賞味期限が２か月以上の未開封かつ常温保存が

できるものの食料品の寄付を受け付けています。

地域包括支援センター社協

（本耶馬渓サテライト）

事務所変更のお知らせ

ボランティア推進校の活動紹介

９月２０日（水）9：00～12：00 支所

１０月１８日（水）9：00～12：00 社協

 13：00～16：00 支所

※行政相談会も合同開催です。

令和５年９月から、地域包括支援センター

社協（本耶馬渓）の事務所を本耶馬渓総合福

祉センターから市本耶馬渓支所２階へ移転い

たしました。

今後も一層ご満足いただけるサービス提供

が図れるよう努めてまいりますので、今後と

もよろしくお願い申し上げます。

【お問合せ先】

地域包括支援センター社協

９月まで TEL：26-8833

１０月以降 TEL：27-8877

フードドライブ受付日 

 9月25日（月）

10月25日（水）



ませんか？

なかつ地域支え合いプラン 本耶馬渓進捗座談会開催

（第４次 中津市地域福祉計画・中津市地域福祉活動計画）

警察から地域の皆様へお知らせ

８月４日、市本耶馬渓支所にて、なかつ地域支

え合いプランにおける本耶馬渓進捗座談会が行わ

れました。このプランは、令和４年度から８年度

までの５か年計画となっており、その初年度にあ

たる令和４年度の進捗状況についての確認を行い

ました。

大分県中津警察署

地域課 洞門警察官駐在所 山田巡査

①日常で簡単にできる防犯対策について

泥棒は、「侵入に時間を要する家」や「人目の多い家」を嫌う傾向があります。「家のカギかけ」の

他にお隣さんやご近所さんとのつながりを強めることも防犯につながります。

②日常で簡単にできる事故防止について

道を歩く時も車を運転する時も、どんな時でも相手がこちらに気付いているかどうか、相手の顔を見

るように心掛けましょう。自分の存在に気付いてもらえず、ぶつかるケースは意外と多いです。

③地域の皆さまにひとこと

日頃から警察活動にご協力いただきありがとうございます。地域の協力があってこそ、警察力を発揮

することができるのであり、これが地域の平穏をもたらしていることは間違いありません。生活の中で

感じた、いつもと違う違和感や貴重なご意見があれば教えてください。

今回おしえてくれたのは

今行・下屋形地区 ふれ愛ネットワーク推進会議 開催

８月２０日、六所センターにて今行・下

屋形地区のふれ愛ネットワーク推進会議が開

催されました。自治委員、民生委員を始め、

多くの方が参加されました。ふれ愛ネット

ワーク活動や助成金の活用について社協より

説明を行い、活動に関して活発な意見交換が

行われました。また、見守り対象者に関する

ことで日頃気になることを情報共有し、何気

なく行っている隣近所を気にかけ合う気持ち

の大切さを再認識する機会となりました。

今回の座談会は、これまで作業部会で計画策定に関わっていただいた作業部会員の皆様に

参加していただき、２つのグループに分かれて、本耶馬渓における実践目標について意見

交換を行い、地域の実情について共通認識を図る良い機会となりました。この座談会は、一

年に１回の開催を予定していますのでぜひ来年度は、より多くの方の参加をお待ちしてお

ります。

令和５年７月１０日 九州北部豪雨を経て

今回の豪雨では、市内各地が被災し、本耶馬渓地区にも甚大

な被害をもたらしました。この度被災された皆様には、心より

お見舞いを申し上げます。

本耶馬渓地区で被害の大きかった青・多志田・上曽木・下曽

木地区を中心に被災直後に調査をする中で、消防団を始め、地

域の皆さんの取り組みは本当に早く、親戚や近所で寄り合って、

助け合いながら進められていることも知りました。

ボランティアが入ることができたのは、豪雨から５日後でした。当日は、「早く普通の生活をさせ

てあげたい」「自分も助けてもらったことがあるから」と、県内外からたくさんの方が来てください

ました。本耶馬渓町には市内の高校生も参加してくれ、その懸命に取り組む姿は、被災された方だけで

なく参加する皆に元気を与えてくれました。

家主の方も徐々に笑顔が出てきて、その表情と「ありが

とう」の言葉には、作業の疲れも癒すパワーがありました。

「普通の生活」まではまだ時間が必要ですが、これから更

につながって、今後も必ずくる災害に備え、防災力・減災

力を高めていきましょう。スローガン 来（き）ちょくれ、帰（き）ちょくれ、おおらかな ふるさと 本耶馬渓

実践目標① 誰もが参加しやすい、魅力ある地域行事をつくろう！

実践目標② ふれ愛ネットワーク等による、見守り体制強化しよう！

実践目標③ 気軽に声をかけ合える関係づくりをしよう！

地域福祉活動計画

各地区の推進会議に参加しますので、開催

が決まりましたら社協にご一報ください。

よろしくお願いします。

【お問合せ先】

中津市社会福祉協議会 本耶馬渓

TEL：53-2255 担当：髙橋


